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センターの課題は？ これは、ユーザのセンタ

ーへの要望と無縁ではありません。先の広報(Vol.1)

で示した要望・期待の主なものを挙げますと、 

 １）情報ネットワークを高速で信頼性の高いも

のに、２）研究室では導入できない高速計算サー

バを導入、３）自学自習システムや教育用コンテ

ンツを整備、４）利用マニュアルを整備して関連

の講習会を開催、５）技術相談の窓口と教員の具

体的研究内容を明確に、などです。 

あれから１年が過ぎました。まず、上記の要望

が現在どのような状況にあるかを示しておきます。 

「ネットワーク整備」に関しては、現在、新大

学のネットワーク整備として検討が進められてお

ります。厳しい財政状況の下、現状のサービスレ

ベルを保ちつつランニングコストを極力抑えると

いう難しい舵取りを迫られています。また、「高速

計算サーバ」や「自学自習システム」の整備につ

いては、１８年３月更新の新大学情報システムの

仕様策定で各部局等からの要望を踏まえて検討中

です。いずれも、どのような教育研究に重きを置

くかという、大学全体の戦略に基づく取り組みが

整備方針を決める出発点です。「マニュアル整備」

は具体的要望に基づいて進められています。また、

「利用相談」は、大切なサービス業務ですが、ス

タッフが日常業務に追われていることもあって、

すべての要望に応えているか心配です。ただ、午

後５時から９時の間に利用相談窓口が開設されて

いることは以外と知られていないようです。「教

員の研究状況」については、活動状況が広報に掲

載されています。ただ、センターのミッションが

支援業務にあるとはいえ、関連の研究業績は低い

と言わざるを得ません。 

以上と関連しますが、全体として、１）どの組

織が情報化戦略を担うのか。（評議会は運営担当

で専門家はいない。全学委員会は企画組織で実施

組織でない。センターは専門家はいるが少数。

E-Learning などの教育現場をどう組織化する？）

２）専門技術者をどう確保するか。（職員増や柔軟

な配置換えが実施できなく、サービス業務への教

員への依存度が高い。）３）必要経費をどう確保す

るか。（レンタル予算は５年に一度。買い取り整備

は保守費用が問題。学長裁量経費は小規模。）など

の人と金の問題が依然として残されたままです。 

 また、教職員の皆様へお願いを申し上げますと、 

最近の学術情報基盤を取り巻く政府の動向で特に

目につくのは情報セキュリティ対策の強化という

点です。センタ− 長会議においても、１）大学と

してのセキュリティ対策を明確にすること、２）

学内における情報セキュリティを啓蒙し、被害者

や加害者にならないようにすること、３）サーバ

等の定常的監視体制を構築し、ウイルスや不正ア

クセスの最新情報をこまめに報告すること、の３

点が重要との文部科学省の言がありました。セキ

ュリティは、その対応を誤ると大学自身にとって

も大きなダメージとなる可能性があるので、ウイ

ルスや著作権法違反などに関して日常的に学生を

指導していただきたいと思います。 

 以上、問題点は多々ありますが、センターとし

ては、「積極的に活用されるセンター」を目指して

おりますので、関係各位のご協力・ご理解をお願

いいたします。 
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